
・済生会和歌山病院では、これまでも「足病診療」を行ってきました。

高齢化、糖尿・透析を背景に増加する足病診療のニーズに対応する

ため、より集学的な足病診療体制を整えることとしました。

・集学的な足病診療とは？

足病は、欧米では医学、歯学と並ぶ独立した分野ですが、本邦には

存在しません。「日本版足病診療」には多職種・多診療科による

チーム医療が必要です。

当院の「足病診療」には歴史があり、必要な武器がそろっています。

・難治性の下肢創傷はじめ「いつどこに紹介していいかわからない」

足病は、済生会和歌山病院下肢総合診療センターまで

下肢総合診療センター
設立のお知らせ

お問い合わせ：済生会和歌山病院 地域連携室

☎ 073-424-5186

センターイメージ



虚血性壊死

うっ滞性潰瘍
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